
幼稚園で節分の豆まき

親子凧揚げ大会開催

中学校生徒会から大槌町の中学校へ

大学による野球教室を開催！

２月３日（月）坂祝幼稚園にて毎年恒例の節分の豆ま

きが行われました。園児達は自分で豆入れを首から下

げて園庭で鬼を待ち構えました。赤鬼や青鬼が入って

くると、大きな声で「鬼は外、福は内」と豆をぶつけ

て追い払いました。中には泣いて逃げ回る子や先生に

抱きついて離れない子もいました。

２月２３日（日）に大針神社の近くの田んぼで親子凧

揚げ大会が開催されました。

これは「親子凧揚げ大会実行委員」（会長：高宮義幸

さん）が主催したもので、イベントを通じ自然と触れ合

うことで自然の大切さを知るとともに、地域のコミュニ

ケーションの輪を広げ、地域の活性化を図るために開催

されたものです。

今年で６回目を迎え２６組の親子が参加し、参加者は、

凧揚げやペットボトルロケットなどを楽しみました。

２月２０日（木）、坂祝中学校の「まとめの集会」

において、生徒会がアルミ缶などの回収活動の収益の

一部を、平成２３年の東日本震災で被災された岩手

県大槌町の中学校に活用してほしいと願い、義援金

（１６, ５９０円）として坂祝町赤十字奉仕団木村委員

長に渡しました。

木村委員長は、「被災から約９年が経過しています

が、復興半ばであります。中学生の思いを伝え、義援

金をお渡ししたい」と話されました。

２月２３日（日）スポーツドームにて、岐阜協立大

学硬式野球部による野球教室が開催されました。

参加者はスポーツ少年団野球と中学校野球部に所属

している子たちで、約４０名が参加しました。町と岐

阜協立大学は平成１８年にまちづくり協定を結んでお

り、今回は協定に基づく連携事業として行いました。

参加した子どもたちは大学の選手たちが持つレベル

の高い技術指導を受け、今後の試合などに活かし良い

結果を残していきたいと励んでいました。
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